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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、腫瘍壊死因子（TNF）リガンドファミリーに属するサイトカインです。このサイトカインは、受容体TNFRSF13B/TACI、TNFRSF17/BCMA、およびTNFRSF13C/BAFFRのリガンドです。このサイトカインはB細胞系譜細胞で発現し、強力なB細胞活性化因子として作用します。また、B細胞の増殖と分化において重要な役割を果たすことも示されています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2011年3月]、機能：TNFRSF13B/TACIおよびTNFRSF17/BCMAに結合するサイトカイン。TNFSF13/APRILは同じ2つの受容体に結合します。これらは一緒に、B細胞およびT細胞機能の刺激と体液性免疫の調節に関与する2リガンド-2受容体経路を形成します。 3つ目のB細胞特異的BAFF受容体（BAFFR/BR3）は、成熟B細胞の生存とB細胞応答を促進する。,誘導：インターフェロン-γへの曝露によってアップレギュレーションされる。ホルボールミリスチン酸アセテート/イオノマイシン処理によってダウンレギュレーションされる。,オンライン情報：Proteic grace - 2006年12月号 第77号,PTM：N-グリコシル化。,PTM：可溶性型は膜型からタンパク質分解によって誘導される。,類似性：腫瘍壊死因子ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ三量体。,組織特異性：末梢血白血球に豊富に発現し、単球とマクロファージに特異的に発現する。脾臓、リンパ節、骨髄、T細胞、樹状細胞にも存在する。胎盤、心臓、肺、胎児肝臓、胸腺、膵臓にも低発現が認められる。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;IgA産生のための腸管免疫ネットワーク;
	画像データ
	

	TNFSF13B 抗体を使用した A549 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	TALL-1ポリクローナル抗体を用いたA549、22RV-1、HepG2、マウス脾臓、マウス肝細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

